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まえがき 
 
 砂防関係施設の長寿命化計画策定に関して、施設の点検方法と健全度を評価するための基準を示し

た「砂防関係施設点検要領（案）」が平成 31 年 3 月に国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部保

全課において一部改訂され、通知されたところであり、今後は、定期点検をはじめ砂防関係施設の点

検については、本要領に基づき実施するものである。 
 
 評価の基準については主要工種の各部位の変状レベルの評価基準が定められている。 
 評価基準の中には点検者の判断に委ねられる項目がある。 
 
 今後、定期点検及び臨時点検について、主に県職員が直営で担当すること、または交付金による委

託業務を想定しているが、全ての職員または委託従事者が砂防に従事しているわけでなく、主観的な

評価が加わり、その評価に統一性が図れないことが懸念されるところである。 
 
 本補足版は上記につき、客観的な評価により統一性を図るため、「砂防関係施設点検要領（案）」に、

特筆を加え、鳥取県としての評価基準を定めたものである。 
 
 なお、本補足版は砂防設備編、地すべり防止施設編、急傾斜地崩壊防止施設編、雪崩防止施設編に

分けて構成されている。 
 
 
 
 

令和 2 年 3 月 
鳥取県 県土整備部 治山砂防課 

令和２年８月



点検チェックシート案（施設点検時）

対象構造物 部位  着 目 点 適用基準
変　状
レベル

雪崩防止施設の損傷とその要因

雪崩予防柵 破損 急傾斜：落石防護柵 a 主柱・水平部材・支柱・連結材の破損は確認されない

補高柵 論文：表12 b 各部材に亀裂が確認されるが、線状ではない。線状でも短く、数も少ない。

雪崩防護柵 c 各部材に線状の亀裂が確認される。または部材が破損、脱落している。

変形 急傾斜：落石防護柵 a 主柱・水平部材・支柱・連結材の変形は確認されない

論文：表11 b 主柱・水平部材・支柱・連結材の小規模な変形が確認される

c 各部材の厚さ以上の大きな変形が確認される

腐食 急傾斜：落石防護柵 a 主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食は確認されない

論文：表15 b 部分的に主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食が確認される

c 各部材に広範囲かつ深い腐食（膨張や板厚減少）が確認される

土砂堆積 論文：表10、18 a 予防柵上または補高柵・防護柵背面に土砂堆積は確認されない

b 部分的に予防柵上または補高柵・防護柵背面に土砂堆積が確認される

c 広範囲にわたり50cm以上の土砂堆積が確認される

倒木・植生 a 倒木、植生の絡みなし、又は部材に変形を及ぼさない

b 部材に応力が作用する倒木、植生繁茂がある

c 倒木、植生繁茂により部材が変形している

論文：表14 a 主柱・水平部材・支柱・連結材取付部ボルトのゆるみや脱落は確認されない

b 一群当たり5％未満のボルトのゆるみや脱落が確認される

c 一群当たり5％以上のボルトのゆるみや脱落が確認される

ひびわれ 急傾斜：擁壁 a コンクリートのひびわれは確認されない

b 部分的にコンクリートのひびわれが確認される

c 広範囲にコンクリートのひびわれが確認される

欠損 急傾斜：擁壁 a コンクリートの欠損は確認されない

b 部分的にコンクリートの欠損が確認される

c 広範囲にコンクリートの欠損が確認される

沈下 急傾斜：擁壁 a 基礎の沈下は確認されない

b 基礎の微細な沈下が確認される

c 基礎の顕著な沈下が確認される

変形 急傾斜：擁壁 a 基礎のはらみ出し、傾き等の変形は確認されない

b 微細なはらみ出し、傾き等の変形が確認される

c 顕著なはらみ出し、傾き等の変形が確認される

洗掘 論文：表13 a 基礎の洗掘は確認されない

b 浅く局所的な基礎の洗掘が確認される

c 深く広範囲に基礎の洗掘が確認される

注1：雪崩予防柵とは斜面雪圧を設計条件とした構造物である。補高柵も同様である。

注2：雪崩防護柵とは雪崩衝撃力を設計条件とした構造物である。

注3：グライド防止擁壁と雪崩防止擁壁は同義語である。

注4：広範囲とは5ｍ以上の変状を示す。また、不連続であっても変状の範囲が5ｍ以上となる場合はこれを適用する。

注5：赤字は論文「雪崩対策施設の維持管理のための点検について」原田裕介氏からの引用箇所を示す。

引用論文：日本雪工学会誌掲載論文「雪崩対策施設の維持管理のための点検について」原田裕介氏

　　*国立研究開発法人　土木研究所　土砂管理研究グループ　雪崩・地すべり研究センター　

全体また
は基礎部

基礎コンクリー
ト

雪崩防止施設の点検部位と変状レベルの評価標準（一覧表）

グライド防止擁
壁

雪崩防止擁壁

点検項目・評価基準

鋼構造部
材

結合部
ボルトの緩
み・脱落

コンクリー
ト部材
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a 軽微な変状

〇主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食は確認されない
〇塗装に錆色なし（亜鉛層が残っている）→（劣化度
Ⅰ・Ⅱ）

b
変状はあるが、
機能・性能低下
に至っていない

〇部分的に主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食が確認
される
〇塗装に錆色あり（亜鉛層が消耗し合金層が露出した状
況）→（劣化度Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ）

c
機能・性能低下

あり

・溶融亜鉛めっきは、表面の純亜鉛層が経年消耗すると合金層が現れる。
・合金層は少量の鉄分を含むため露出すると鉄成分が腐食し、成分比率に応じて外観色彩が変化する。
・判定の基礎となる劣化度見本は、「鋼道路橋塗装・防食便覧」（日本道路協会）を参考とする。
・塗装の修繕を行った場合は、修繕記録を残すこと。
・雪崩防止施設台帳に塗装年月を記載することを基本とする。

・溶融亜鉛めっきは、劣化度Ⅲ段階では、残存膜厚は十分にあることから耐食性に問題がない。
・但し、塩害環境が激しい腐食環境下では、早めの対策を行うことが望ましい。

〇各部材に広範囲かつ深い腐食（膨張や板厚減少）が確認される

亜鉛めっき塗装の劣化度（鋼道路橋防食便覧より引用）

 点検留意事項

雪崩予防柵・補高柵・鋼製構造物の腐食（塗装劣化）

主な部位の変状レベルの評価標準（鋼構造物部材1/2）

変状レベル

評価の観点

〇各部材に広範囲かつ深い腐食（膨張や板厚減少）が確認される

亜鉛めっき塗装以外

〇主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食は確認されない
・鋼材に錆がない（一部塗装が剥がれていても錆なし）

〇部分的に主柱・水平部材・支柱・連結材の腐食が確認される
・鋼材に錆（腐食）があり、塗装に浮き、剥がれがある。（対象例：茗荷谷EFG）

・塗装の修繕を行った場合は、修繕記録を残すこと。
・雪崩防止施設台帳に塗装年月を記載することを基本とする。

・塗装材の剥がれなどがあっても、鋼材に錆がない場合は変状レベルａとする。
・鋼材に錆があり、塗装に損傷がある場合は塗装を行う必要があり変状レベルｂとする。
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変状レベル

土砂（落ち葉）堆積 落石 植物の絡まり 倒木

a 軽微な損傷

〇予防柵上または補高柵・防護柵背面に土砂堆積
は確認されない

〇予防柵上、又は周辺にに落石があるが、機能・
性能低下がない

〇植生の絡みなし、又は部材に変形を及ぼさない 〇倒木があるが部材に変形を及ぼさない（維持管
理の範囲）

b
損傷あるが、機
能・性能低下に
至っていない

〇部分的に予防柵上または補高柵・防護柵背面に
土砂堆積が確認される

〇落石による機能・性能低下が予測される（撤去
が必要）

〇部材に応力が作用する植生繁茂がある（撤去が
必要）

〇部材に応力が作用する倒木がある（撤去が必
要）

c
機能・性能低下

あり

〇広範囲にわたり50cm以上の土砂堆積が確認され
る

　　　　　　　　【該当なし】

〇落石により部材が変形している 〇植生繁茂により部材が変形している

　　　　　　　　【該当なし】

〇倒木により部材が変形している

鋼構造部材（雪崩予防柵・補高柵・雪崩防護柵）

主な部位の変状レベルの評価標準（鋼構造部材2/2）

 評価の観点

 点検留意事項

・土砂・落ち葉・落石・倒木による水平梁材への堆積厚は50ｃｍ以上を変状とする。
・土砂等堆積による雪崩予防柵への応力がかかり、全体の安定性が損なわれる。

・土砂・落石の水平梁材への堆積がある場合、周辺の地質・地形等の変状有無を観察すること。
・雪崩予防柵上部の法面等崩落がある場合は点検記録に記録すること。

・樹木の枝が雪崩予防柵水平梁材に入っている場
合、樹木生育とともに施設に損傷させる危険性が
ある。

・つる性植物の絡まりは点検時にできる範囲で伐
採すること。

・倒木があるが、雪崩予防柵の損傷・変形がない
場合、変状レベルａとする。
・倒木をあり、放置すると雪崩予防柵に応力等が
作用すると判断した場合、変状レベルbとする。

・倒木が確認された場合、雪崩予防柵上部の巨木
が枯れていないか観察すること。

雪崩防止施設編　- 3 -



雪崩防止施設編　- 4 -



雪崩防止施設編　- 5 -



雪崩防止施設編　- 6 -



雪崩防止施設編　- 7 -



雪崩防止施設編　- 8 -



アンカーの飛び出し、引き抜け 頭部コンクリートの劣化、損傷・変形 頭部キャップ・支圧板の腐食・劣化、損傷・変形 受圧構造物の腐食・劣化、損傷・変形

a 軽微な損傷

○変状なし ○変状なし ○変状なし ○変状なし

b
損傷あるが、機
能・性能低下に
至っていない

【該当なし】

○一部に劣化、損傷・変形が生じている ○一部に腐食・劣化、損傷・変形が生じている
○アンカー頭部からの防錆油の漏出が認められる

○一部に腐食・劣化、損傷・変形が生じている

c
機能・性能低下

あり

○アンカーの飛び出し、引き抜けが生じている ○頭部コンクリートの浮き上がり、脱落が生じて
　いる。
○複数のアンカーの頭部のコンクリートの劣化、
　損傷・変形が著しい

○複数のアンカーの頭部のキャップ・支圧板の腐
　食・劣化、損傷・変形が著しい
○支圧板の浮き上がり、ゆるみが生じている
○アンカー頭部からの防錆油の漏出が著しい
○隣接する複数のアンカーからの防錆油の漏出が
　認められる

○受圧構造物の腐食・劣化、損傷・変形が著しい
○受圧構造物の浮き上がり、ゆるみが生じている

・アンカーの飛び出し、引き抜けが生じていない
　か確認する。

・頭部コンクリートに劣化、損傷・変形、浮き上
　がり、脱落が生じていないか確認する。

・頭部キャップ・支圧板に腐食・劣化、損傷・変
　形、浮き上がり、ゆるみが生じていないか確認
　する。
・防錆油の漏出が生じていないか確認する。

・受圧構造物の腐食・劣化、損傷・変形、浮き上
　がり、ゆるみが生じていないか確認する。

・アンカーが急激に飛び出すと、第三者へ衝突す
　るなどの被害が生じる恐れがある。
・アンカーの飛び出し、引き抜けが生じると、地
　すべりが再移動する恐れがある。

・頭部コンクリートの浮き上がり、脱落、劣化、
　損傷・変形が進行すると、防食機能が低下し
　て、鋼材の腐食が促進される恐れがある。

・頭部キャップ・支圧板の浮き上がり、脱落、劣
　化、損傷・変形が進行すると、防食機能が低下
　して、鋼材の腐食が促進される恐れがある。
・防錆油の漏出が進行すると防食機能が低下し
　て、鋼材の腐食が促進される恐れがある。

・受圧構造物の腐食・劣化、損傷・変形が進行す
　ると、アンカーの緊張力を地盤に伝達できなく
　なる恐れがある。

　　　　　　　　　　　補足：アンカー工については、断面あたりの計算で必要本数を計上し、
　　　　　　　　　　　その安定性を確保している。このため、アンカーについての評価は1本
　　　　　　　　　　　づつの評価となる。

主な部位の変状レベルの評価標準（アンカー工）

 点検留意事項

 評価の観点

アンカー工

・アンカー工の大半は地中構造物であり、目視点検が困難であるため、目視点検によって可視部分の変状の有無を調査するとともに、周辺の斜面や構造物の変状の有無を確認する。
・外観確認だけではなく打音調査を参考とすることも有効である。

・アンカー工の荷重計測が実施されている場合は、観測結果を活用して健全度評価を行うことが望ましい。

変状レベル
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― ―

水路、集水桝、落差工の腐食・劣化、損傷・変形 水路、集水桝、落差工の土砂等の堆積 ― ―

a 軽微な損傷

○変状なし
○軽微な腐食・劣化、損傷・変形

○変状なし
○軽微な土砂等の堆積

― ―

b
損傷あるが、機
能・性能低下に
至っていない

○一部が腐食・劣化、損傷・変形している
○漏水はない状態

○一部に土砂が堆積している
○溢水はない状態

― ―

c
機能・性能低下

あり

○腐食・劣化、損傷・変形によって漏水している ○土砂の堆積によって溢水している

― ―

・地すべり活動や水路側部の侵食等によって、水路等が
　破損・変形することがある。
・水路、集水桝、落差工の腐食・劣化、損傷・変形が進
　行すると、集水した水の漏出を生じる恐れがある。

・水路・集水枡・落差工の土砂等の堆積が進行す
　ると、集水した水の溢水を生じる恐れがある。

― ―

― ―

・目視点検によって可視部分の変状の有無を確認する。
― ―

・経年による鋼製部材の腐食やコンクリート等部材の劣
　化の状況を確認する。
・地すべり活動等による水路・集水枡・落差工の損傷・
　変形の状況を確認する。

・水路・集水枡・落差工への土砂や植物遺骸等の
　堆積の状況を確認する。

― ―

 評価の観点

 点検留意事項

・集水した水の漏出や溢水は、地下水位を上昇させる要因となり、地すべりの安定性の低下につながる。

変状レベル

　　　　　補足：水路工はその変状が規模の大小にかかわらず、
　　　　　水路工としての機能が停止していると判断される変状が1箇所でも確認される場合は
　　　　　機能・性能の低下と判断し、変状レベルはｃとする。

主な部位の変状レベルの評価標準（水路工）

水路工（水路、集水桝、落差工）
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